
第2期 山梨県自殺対策推進計画（R2～R5（R6））の取組状況 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

施策の柱 項 目 算出方法 計画策定時点 目標 R5年度 達成(見込み) 

普及啓発
活動の推
進 

「山梨いのちの日」「自殺
予防週間」「自殺対策強化
月間」のいずれかの認知度 

街頭キャンペーン
時におけるアンケ
ート調査 

－ 90％ 55.1% × 

いのちのセーフティフォー
ラムの参加者数 

参加者数 
232人 

（平成30年度） 
300人 

（各年度） 200人 △ 

自殺統計等を分析した本県
の自殺の現状の情報提供 

情報提供回数 － 
1回以上 

（各年度） 5回 ○ 

人材の確
保・育成 

ゲートキーパーの認知度 
街頭キャンペーン
時におけるアンケ
ート調査 

－ 34％ 25％ × 

ゲートキーパーの人数 

市町村等において
一定の研修を終了
した者 

4,555人 
(～平成30年度) 

10,000人 
（累計） 

12,353人 
（累計） 

（R5単年度：1,377人） 
○ 

県職員を対象とし
た自殺対策研修を
受講した職員数 

－ 
（うち県職員） 

750人 
（令和2～6年度累計） 

562人 
（累計） 

（R5単年度:144人） 
○ 

介護支援専門員更新研修Ⅰ
受講者のうち修了者の割合 

研修受講者数及び
修了者数 

97.5％ 97.5％ 100％ ○ 

心の健康
づくりの
推進 

公立学校で認知したいじめ
の解消率（翌年度6月末ま
でに解消した件数の割合） 

教育委員会による
調査 

小中 99.2％ 
高  97.7％ 
(平成30年度） 

小中 99.5％ 
高   98.8％ 
（令和5年度） 

小中 99.0％ 
高   98.5％ 
(令和4年度) 

○ 

小中高校におけるSOSの出
し方に関する教育の実施率 

教育委員会による
調査 － 100％ 小中高 95.1％ ○ 

働き方改革アドバイザーに
よる企業訪問件数 

 
企業訪問件数 

452社 
（平成30年度） 

2,500社 
（令和2～6年度累計） 

2,041社 
(R5単年度：530社) ○ 

相談支援
の充実 

「こころの健康相談統一ダ
イヤル」「よりそいホット
ライン」等の相談ダイヤル
の認知度 

街頭キャンペーン
時におけるアンケ
ート調査 

－ 67％ 66.9% ○ 

ひきこもりサポーター養成
研修実施市町村数 実施市町村数 

2市 
（平成30年度） 

14市町村 
（累計） 

6市町 
（累計） × 

子育て世代の相談窓口の 
周知度 アンケート調査 

33.7％ 
（平成30年度） 55％ 36.0％ × 

医療体制
の充実 

アルコール依存症治療拠点
機関の設置状況 設置状況 

なし 
（平成30年度） 1箇所以上 1箇所 ○ 

ハイリスク
地・ハイリ
スク者の対
策強化 

健やか樹海ウォークの 
県外からの参加者数 

参加者数 75人 
（令和元年度） 

120人 96人 △ 

自殺未遂
者等に対
する支援 

自殺未遂者等に関する 
研修への参加機関数 参加した機関 

26機関 
（平成30年度） 

50機関 
（毎年度） 48機関 ○ 

自殺者の
親族等に
対する支
援 

自殺者の親族の相談に関わ
る職員向けの研修への参加
機関数 

参加した機関 
21機関 

（平成30年度） 
延べ125機関 

（令和2～6年度累計） 

90機関 
（累計） 

（R5単年度:28機関） 
△ 

 

 

 

 

 

 

 

①  住所地ベース（人口動態統計）  

目 標 

指標 
現況値 

（平成30年） 

目標値 

令和6年 令和8年 

自殺死亡率 17.0 13.7 13.0 

 

 

現 状 

指標 令和3年 令和4年 令和5年 

自殺死亡率 16.2 16.8 19.2 

（参考）全国 16.5 17.4 17.3 

② 発見地ベース（自殺統計） 

目 標 

指標 
現況値 

（平成30年） 
目標値 

自殺者数 204人 下記の両方を達成すること 

 自殺前住居地 

「県内」 
146人 

住所地ベースの成果目標の

達成状況で判断 

 
自殺前住居地 

「県外・不明」 
58人 

平成30年を基準に、全国の

自殺者の減少率を上回る減

少となること 

 

現 状 

 平成30年 令和5年 増減率 

県内で発見された自殺前

住居地が「県外・不明」の

自殺者数 

58人 63人 8.6％ 

全国の自殺者数 20,840人 21,837人 4.8％ 

活動目標の状況 成果目標の状況 

 

全国、本県とも自殺者数は増加している 
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第3期 山梨県自殺対策推進計画（R6～R10）の活動目標 
 

 

 

施策の柱 項 目 算出方法 計画策定時点 目標 
前計画からの 

変更 

普及啓発活動の
推進 

「山梨いのちの日」「自殺予防週間」「自殺対策強化月間」のいずれかの認知度 街頭キャンペーン時におけるアンケート調査 44.0%（R4年度） 90％ 継続 

県民が県の取組に参加する機会の提供 機会提供回数 － 3回以上（各年度） 新規 

自殺統計等を分析した本県の自殺の現状の情報提供 情報提供回数 5回（R4年度） 4回以上（各年度） 回数増 

人材の確保・育
成 

ゲートキーパーの認知度 街頭キャンペーン時におけるアンケート調査 23.8％（R4年度） 34％ 継続 

ゲートキーパーの人数 

市町村等において一定の研修を終了した者 10,976人（～R4年度） 20,000人（累計） 継続 

県職員を対象とした自殺対策研修を受講した 
職員数 

（うち県職員）418人 
（～R4年度） 

（うち県職員）1,300人 
（累計） 継続 

妊産婦のメンタルヘルスケアに関わる従事者研修の受講者数 研修受講者数 278人（～R4年度） 846人※（累計） 新規 

心の健康づくり
の推進 

公立学校で認知したいじめの解消率（翌年度6月末までに解消した件数の割合） 教育委員会による調査 
小中 99.1％ 
高  97.3％ 
(R3年度） 

小中 99.5％ 
高   98.8％ 
（R9年度） 

新規 

小中高校におけるSOSの出し方に関する教育の実施率 教育委員会による調査 100％ 100％ 継続 

運動・スポーツ未実施率 スポーツ振興課による調査 21.3％（R4年度） 10％※ 新規 

ひきこもり支援団体の認証数 認証民間支援団体数 － 10団体※ 新規 

介護予防に資する通いの場の参加人数 参加人数 8,844人（R2年度） 20,000人※ 新規 

働き方改革アドバイザーによる企業訪問件数 企業訪問件数 529社（R4年度） 2,500社 
（R6～10年度累計） 継続 

相談支援の充実 

「こころの健康相談統一ダイヤル」「よりそいホットライン」等の 
相談ダイヤルの認知度 

街頭キャンペーン時におけるアンケート調査 80.8％（R4年度） 90％ 継続 

学校内外で相談支援を受けていない児童生徒の割合 教育委員会による調査 

小中30.6％（R4年度） 小中0％※（R7年度） 

新規 

高 33.3％（R4年度） 高 0％※（R7年度） 

子育て世代の相談窓口の周知度 アンケート調査 41.7％（R4年度） 55％ 継続 

医療体制の充実 依存症治療拠点機関の設置状況 設置状況 アルコール（R4年度） 
アルコール・薬物・ 

ギャンブル 拡充 

ハイリスク地・ハ
イリスク者の対策
強化 

健やか樹海ウォークの県外からの参加者数 参加者数 96人（R5年度） 120人（毎年度） 継続 

自殺未遂者等に
対する支援 

自殺未遂者等に関する研修への参加機関数 参加した機関 26機関（R4年度） 50機関（毎年度） 継続 

自殺者の親族等
に対する支援 

自殺者の親族の相談に関わる職員向けの研修への参加機関数 参加した機関 31機関（R4年度） 延べ125機関 
（R6～10年度累計） 継続 

 
活動目標 
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＊山梨県総合計画の目標と整合するため、Ｒ８年度時点の目標値。 



取組内容 実績
調
査
研
究

自殺対策調査研究事業

○若年層の心の悩みに対する山梨県内の大学・短期大学における相談支援体制の実態
調査対象：県内の大学・短期大学12校と教職員320名
調査項目：基本属性（学校種別、職員体制等）、相談体制の有無及び職員体制、相談経験の有無（うち自殺関連相談）、
     学生が悩みを抱えた際の対処方法、必要だと思う自殺防止対策、等
調査期間：令和5年12月

○左記取組内容のとおり実施し、報告書をホームページに掲載
した。

自殺対策企画研修

○市町村・保健所の自殺対策担当者のための研修会
内容：「『地域自殺対策計画の策定・見直しの手引き』を踏まえた計画の策定・見直しについて」
     講師：厚生労働大臣指定 一般社団法人 いのち支える自殺対策推進センター
         地域連携推進部 中部北陸ブロック担当 小牧 奈津子 氏・大竹 三千代 氏

○令和５年９月２８日（木）
 市町村、保健所職員 １８名

○ゲートキーパー指導者養成研修会
内容：講義「本県の自殺の現状及び自殺に至る心理的過程と精神疾患との関係」
    講師：精神保健福祉センター所⻑ 志⽥ 博和
   講義・演習「相談の基本〜悩みを抱えた人への接し方〜」
    講師：心理臨床オフィス・ルーエ 深沢 孝之 氏
   講義「ゲートキーパー養成講習の実施方法やテキストの活用について」
    講師：自殺防止センター職員

○令和５年８月４日（金）
 市町村、警察署職員等 ４２名

○ゲートキーパー指導者フォローアップ研修
内容：講義「未遂者支援の重要性について」
    講師：精神保健福祉センター所⻑
   講義・演習「自殺防止のための支援を考える 〜対象者の理解と安定した支援のために〜 」
    講師：NPO法人メンタルケア協議会 理事 ⻄村 由紀  氏

○令和５年１１月６日（月）
 市町村、警察署、保健所職員等 １８名

心の健康づくり推進事業
（若年層対策事業）

○若年層の自殺対策に主体的に携わる人材を養成するための研修会
内容：講義「児童・生徒の自殺リスクアセスメントを⾝につける 〜支援機関と連携するために〜 」
    講師：京都精華大学共通教育機構学生相談室 准教授 川本 静香 氏

○令和５年１２月１１日（月）
 教職員、SC、SSW、市町村及び保健所職員等 ５４名

自殺事後ケア支援事
○自死遺族支援者研修会
内容：講義「自死遺族に対する理解とケアについて」
    講師 ⽴教⼥学院短期大学元学⻑・「ちいさな風の会」世話人  若林 一美 氏

○令和６年１月２５日（木）
 市町村、保健所、消防本部、医療機関、教育関係者等
 ３１名

自殺未遂者・見守り支援体制整備事業

○二次救急医療機関等に搬送された自殺企図者の再企図防止のため、二次救急医療機関と地域の連携及び地域の見守り支援体制を整備するため地域見守り支援部会・研
修会を開催した。
○地域見守り支援部会…オンライン
内容：二次救急医療機関自殺未遂者対応手順マニュアルの活用について
○研修会…オンライン
内容：第1・２回共通 講義「既遂させない、繰り返さない」ために 〜「自殺未遂者対応手順マニュアル」の適切な活用について〜
           講師 山梨県⽴精神保健福祉センター 所⻑ 志⽥ 博和
   第1回 講義「自殺未遂者への対応について」
       講師 富士川病院医療相談室 保坂 拓 氏、山梨赤十字病院地域医療連携室 傘木 希音 氏、甲府共⽴病院心理相談室 齋藤 徳仁 氏
   第2回 講義「山梨県⽴北病院の自殺予防に関する取り組み」「自殺リスクの高い者の地域連携について」
       講師：山梨県⽴北病院 看護部 武井 千寿 氏 社会生活支援部 太⽥ 美佳 氏

○地域見守り支援部会
 第１回 令和５年６月２１日（水） 委員１６名
 第２回 令和６年３月開催予定
 

○研修会
 第１回 令和５年１２月２２日（金）
  二次救急医療機関、保健所職員等 １８名
    第２回 令和６年２月２７日（火）
  二次救急医療機関、警察関係、消防関係、
  市町村職員等 ６３名

山梨いのちの電話相談員研修会補助金
○山梨いのちの電話が実施する自殺予防の電話相談員を確保するため、相談ボランティア養成研修に対し補助金を助成した。 ○相談員養成研修 ５名養成

○公開講座、電話相談実習等

令和5年度 山梨県自殺防止センターの取組内容について
事業名

人
材
育
成

自殺関連問題相談支援研修会
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取組内容 実績事業名
こころの健康相談統一ダイヤル ○心の悩みを抱えた人の電話相談を実施【365日24時間（平日12時〜13時を除く）】 ○３，１７０件

多重債務者等こころの健康相談
○法テラスの無料法律相談時に保健師による心の健康相談を実施した。
 月２回（第２、３火曜日 午後１時〜４時）

○実施回数２４回 相談件数１６件

自殺再企図防止ケア事業
（三次救急医療機関）

○県⽴中央病院の救命救急センターに搬送された自殺企図者に対し、病院からの要請に応じ、ライフコーディネーターを派遣するとともに支援後の
 情報交換会を開催した。

○ライフコーディネーター派遣 １件
 ＊R4年度からの継続フォローアップ件数 ２件

自死遺族への相談支援
○自死遺族への電話相談・所内面接 ○個別相談（電話・面接）２件（延２件）

精神保健福祉相談
○自殺防止に関する相談 ○個別相談（電話・面接）   ６２件

○関係者との連絡・調整・会議 １５件

山梨県いのちのセーフティネット連絡
協議会

○自殺予防に関して県内の関係機関、関係団体が連携を強化し、総合的な自殺予防対策の推進を図ることを目的に協議会を開催した。（年２回） ○第１回 令和５年７月６日
○第２回 令和６年２月（書面）

○自殺対策に関する情報提供、技術支援等
  ・県・市町村の自殺対策推進計画進捗状況確認
  ・いのち支える自殺対策推進センターからの研修案内等情報提供

○進捗状況確認   １回
○情報提供    ３０回

○各保健所地域セーフティネット連絡会議等への出席
 会議：地域セーフティネット連絡会議、いのちをつなぐ⻘木ヶ原ネットワーク会議、市町村自殺対策推進会議等
 研修：地域セーフティネット研修会、いのちをつなぐ声かけゲートキーパー研修等

○会議出席  １０回
○研修会参加  ３回

○市町村ゲートキーパー養成研修の支援
 市町村が開催するゲートキーパー養成研修での講師、情報提供
 市町村が開催するゲートキーパー実施状況調査

○実施状況調査（随時）
○市町村等における実施状況
  実施市町村数 １３市町村 その他 ５団体
  養成者数   １，１６９人

○ゲートキーパー養成研修の実施
 関係機関からの要請によりゲートキーパー養成研修を行った。

○県におけるゲートキーパー養成状況
  県職員  １４４名（実施回数４回）
 警察職員   １２名（実施回数１回）

○広報啓発パンフレット「気づいて！こころといのちのSOSサイン」の作成・配付
（掲載内容）
 自殺対策、自殺統計、自殺に関する知識、ゲートキーパーの役割、気づき・声かけ・傾聴のポイント、相談窓口
（配付先）
 市町村、保健所、大学・専門学校・高校・中学校・特別支援学校、精神科医療機関、警察署、消防本部等

○パンフレット 作成部数  ５，０００部
        配布部数  ５，０００部

○救急搬送された自殺未遂者への相談窓口を周知する携帯型カードの作成・配付
（掲載内容）
 こころの健康相談統一ダイヤル及び精神保健福祉センターの電話番号、山梨県いのちのセーフティネット相談窓口一覧（QRコード）
（配付先）
 二次及び三次救急医療機関、消防本部、警察署、市町村、保健所等

○携帯型カード 作成部数  ５，０００枚
        配布部数  ５，０００枚

広
報
啓
発

相談窓口広報事業

相
談
支
援

連
携
推
進
・
技
術
支
援

関係者への技術支援
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資料２－４　参考資料





保健所名 地域セーフティネット連絡会議 地域セーフティネット連絡会議研修会 自殺対策市町村担当者会議
自殺防止センタ－との共催事業・

その他

中北保健所

○地域セーフティネッ連絡会議（対面開催）
令和５年１１月
・山梨県の自殺の現状について
・中北地域の自殺の現状について
・各機関の取り組みについて
・高齢者への取り組みについて
・ハイリスク地対策について

○令和６年２月２９日開催
講師：山梨県立北病院　児玉啓輔医師
　　　　　　　　　　　　　　　　武井千寿専門看護師
「自殺対策及び山梨県立北病院の思春期病棟の現状につ
いて」
峡南保健所と共催で実施

○令和５年度は開催なし
管内各市町の自殺対策会議には所長または精神保
健担当が出席

○若年層メンタルヘルス事業が令和３年度で終了
北杜市は、令和４年度より、SOSの出し方教育の講師料を予算化し、各小中学校で
取り組んでいる。
令和５年度に関しては、１校、１回の授業を実施。
他１校は教員が実施。
嘱託医、北病院、民間心理施設等の講師調整を保健所が協力している。
調整ができない学校については、保健所が授業を実施するが、市でも実施できるよう
検討。

○出張メンタルヘルス講座
富士電機の社員を対象に実施（令和5年12月～令和6年1月に計4回）
（株）山中産業の社員を対象に実施（令和5年１0月）

○ゲートキーパー養成研修
甲斐市役所の職員を対象に実施（令和５年１０月）
中央市役所の職員を対象に実施（令和６年１月）
昭和町民生委員を対象に実施（令和６年3月）

峡東保健所

○令和6年3月12日
　オンライン会議で各関係機関の取組状況の報告及び今
後の方向性の確認。

○令和5年11月27日
　山梨市・笛吹市・甲州市との共催で、NHKラジオ番組「み
んなでひきこもりラジオ」の司会を務める栗原望アナウン
サーと当所精神保健福祉士による対談「ラジオとくるま」を
実施。

○令和5年8月29日
 自殺防止対策の取組状況を確認。

特になし。  

峡南保健所

○地域セーフティネット連絡会議（書面開催）
・令和６年３月１９日
①峡南地域における自殺の現状と峡南保健福祉事務所の
取り組みについて
②Ｒ５年の住居地ベースの自殺者の状況について
③第３期山梨県自殺対策推進計画（素案）について

○地域セーフティネット連絡会議研修会
※中北保健福祉事務所と共催
・令和６年２月２９日（木）
・講義：「自殺対策及び山梨県立北病院の思春期病棟の現
状について」
・講師：山梨県立北病院　精神科医　児玉啓輔氏
　　山梨県立北病院　専門看護師（精神看護）　武井千寿
氏

富士・東部保健所

未実施 未実施 未実施 ○出張メンタルヘルス講座（計2回）：
・令和5年9月27日　対象者　介護老人保険施設職員　20人
・令和5年10月10日、11日　対象者　民間企業　60人（2日合計）（いのちをつなぐ声か
けゲートキーパー養成研修を兼ねる）

○ゲートキーパー養成講座（計5回）：
・令和5年7月5日　対象者：民間企業　17人
・令和5年9月29日　対象者：都留市食生活改善推進員 38人
・令和5年10月18日　対象者：丹波山村役場職員 10人
・令和5年11月16日　対象者：大学生　33人、職員　3人
・令和6年3月8日　対象者：都留市愛育会8人、市職員　3人

○いのちをつなぐ青木ヶ原ネットワーク会議　：　令和5年8月21日

○いのちをつなぐ声かけゲートキーパー養成研修　：　令和5年10月10日、11日
　対象者　民間企業　約60人（2日合計）（出張メンタルヘルス講座を兼ねる）

○健やか樹海ウォーク2023　：　令和5年9月3日　参加者359人（うち県外96人）

○メンタルヘルス相談
・令和6年1月25日　対象者：富士河口湖町役場職員　14人

甲府市保健所

○本市独自の開催はなし。

中北保健所管内で開催される地域セーフティネット連絡会
議に参加。

○本市単独の開催はなし。

中北保健所管内で開催される地域セーフティネット連絡会
議研修会に参加。

○本市単独のため、自殺対策市町村担当者会議の
開催はなし。

○庁内関係部署を対象に、「甲府市自殺対策推進本
部　本部長会議」及び「甲府市自殺対策推進本部
幹事会」を開催。また、外部委員による自殺対策推進
協議会を開催。

○令和5年度は次期計画策定に取組むため、本部長
会議を2回、推進協議会を3回開催し、取り残された課
題の整理やアンケート調査の分析を行い、第2次自
殺対策推進計画を策定した。

○自殺防止センターが実施する研修等に参加。

○ゲートキーパー養成研修の開催　実施回数11回　養成者数493人

○「甲府市自殺対策推進計画」に基づき、全庁的に自殺対策を推進している。
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